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研究要旨 
 ⽇本の多施設研究のデータを⽤いて、CDH の重症度をマッチさせた早産児と満期産児の退院時の⽣存率と
無傷⽣存率を評価した。その結果、CDH の早産児の退院時⽣存率および無傷⽣存率は、満期産児よりも有意
に低かった。この結果は、胎児診断技術の発達、⼈⼯呼吸器や薬剤の進歩、外科的治療や術後管理を含む治
療戦略の改善によるものと考えられた。 
 
A. 研究⽬的 
 先天性横隔膜ヘルニア（CDH）を有する早産児の⽣存率と無傷⽣存率を評価すること。 
 
B. 研究⽅法 
 ⽇本の CDH 研究グループ 15 施設で 2006 年から 2020 年に出⽣した 849 例の多施設レトロスペクティブ
コホート研究。逆確率治療重み付け（IPTW）法で調整した多変量ロジスティック回帰分析を⽤いた。また、
CDH の正期産児と早産児の無傷⽣存率の傾向を⽐較した。 
 
C. 研究結果 

CDH 重症度、性別、5 分後の APGAR スコア、帝王切開分娩について IPTW 法で調整した結果、妊娠⽉齢と
⽣存率は有意に正の相関があり［決定係数（COEF）3.40、95％信頼区間（CI）1.58-5.21、p 値＜0.001］、
無傷⽣存率は⾼かった［COEF 2.39、95％CI、1.73-4.06、p 値 0.005］。早産児と正期産児の無傷⽣存率の
傾向は有意に変化していたが、早産児の改善は正期産児よりもはるかに⼩さかった。 

 
D. 考察 
 本研究では、CDH を有する早産児は、CDH の重症度が⼀致していても、退院時の医療の必要性が⾼いこ
とがわかった。 
 
E. 結論 
 未熟児は、CDH 重症度の調整にかかわらず、CDH 児の⽣存率および無傷⽣存率の有意な危険因⼦であっ
た。 
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